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つい先日まで大雪のニュースを耳にしていたかと思
えば，現在（2月末）は季節外れの暖かい日が続いてい
ます。春になれば，新たに専門医を志す若手医師を迎
えることになり，眼科の将来を担う新たな人材への期
待に，自然と心が弾みます。
さて，近年の眼科医療は高度化・専門化が著しく進
み，日々更新される情報量も飛躍的に増加していま
す。そのような時代だからこそ，診療の基盤となる基
本事項を確実に身につけることの重要性を，あらため
て実感します。確かな土台なくして，専門性の深化は
あり得ません。
本号の特集「専門医志向者がおさえるべき眼科の知
識」では，眼病理・眼腫瘍，眼光学，弱視・斜視，遺
伝性疾患，統計といった，専門医として避けて通るこ
とのできない基礎領域を取り上げました。いずれも一

見すると個別分野のテーマに見えるかもしれません
が，どの領域の内容も日常診療の随所に関わる重要な
知識です。各執筆者の先生方には，単なる試験対策に
とどまらず，臨床現場で活かせる視点を盛り込んでい
ただきました。若手医師のみならず，既に専門医とし
て診療に携わっておられる読者の皆様にとっても，知
識を再整理する機会となれば幸いです。
さらに，綜説として掲載した駆逐性出血や眼瞼痙
攣，後藤浩先生による「前眼部にみられる悪性腫瘍�
―診断と鑑別のポイント―」など，いずれも日常臨床
に直結する重要な内容ばかりです。日々の診療のなか
で疑問を抱いたとき，あるいは指導医として後進に説
明する際の一助として，本号をご活用いただければ幸
いです。
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